
「第 44 号様式」と「従業者割の課税標準となる従業者給与総額の一覧確認表」の関係 

「従業者割の課税標準となる従業者給与総額の一覧確認表」の各申告先の１行目に 

記載の内容が以下のように「第 44号様式」に転記されております。 

※１行目については、２行目以降の各事業所等の合計を表示しております。 

第 44号様式 従業者割の課税標準となる従業者給与総額の一覧確認表 

⑫欄 従業者給与総額 従業者給与総額（第 44号様式別表１[オ]）A 

⑬欄 非課税に係る従業者給与総額 非課税従業者給与総額（第 44号様式別表２[ウの計]）B 

⑭欄 控除従業者給与総額 控除従業者給与総額（第 44号様式別表３[カ]の計）C 

⑮欄 課税標準となる従業者給与総額 課税標準となる従業者給与総額 A-B-C 

 

＜宇都宮市の第 44号様式＞ 

 

＜高崎市の第 44 号様式＞ 

 

本来は高崎１に 250,000,000 円、高崎２に

20,000,000 円を入力すべきところ、高崎２に

まとめて 270,000,000 円を入力すると、 

課税標準となる従業者給与総額（A-B-C）が 

△195,000,000 円（80,000,000-5,000,000-

270,000,000）となり、「0」と表示されます。 


